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Ⅰ　はじめに








月 9日から翌 10日にかけての 24時間降水量が観測













































































































































































































の総雨量が 402mmで、概ね 100年に 1回程度起こ
る大雨を想定しており（常総市 2015）、今回の決壊
地点から約 750m南で決壊した場合の被害想定と
なっている（山本ほか 2015）。
　全体的な傾向を見ると、溢水や堤防の決壊が生じ
た地点から近い石下地区では今回の浸水深がハザー
ドマップの想定浸水深を上回った地点がみられたが、
それ以外の地区において今回の浸水深がハザード
マップの想定浸水深を上回った地点はなかった。
　石下地区においては、洪水ハザードマップの想定
浸水深が 0.5～1.0m未満とされていた自然堤防上に
おいて、その値を 0.5m以下の範囲で上回る地点が
みられた。また、洪水ハザードマップで 1.0～2.0m
未満とされていた氾濫平野上の大型商業施設では、
その想定値を若干（0.15m）上回る値を示した。
　今回の水害で調査地域の中では大きい浸水深を示
した水海道地区の八間堀川周辺の領域においては、
洪水ハザードマップでは浸水深を 2.0m～5.0m未満
と想定していたが、今回の水害でも浸水深の最大値
は 3.0mであり、洪水ハザードマップの想定値の範
囲内であった。
　常総市役所周辺における洪水ハザードマップの想
定浸水深は 1.0～2.0m未満であったが、今回の水害
における浸水深はほぼその範囲内の値を示し、想定
値を大きく上回る浸水が生じた地点はみられなかっ
た。水海道地区中心部以南においても、今回の浸水
深は概ね 1.0m以下であり、洪水ハザードマップの
想定浸水深（2.0m～5.0m未満）を上回った地点は
存在しなかった。
　このように、今回の水害における浸水深は、溢水
や堤防の決壊が生じた地点から近い石下地区の一部
地点を除き概ね洪水ハザードマップの想定浸水深の
範囲内であり、洪水ハザードマップの想定浸水深は
ほぼ妥当なものであったと評価される。したがって、
今回の水害を「想定外」とするのは適切ではない。
このような洪水ハザードマップを作成しておきなが
ら、それが活用されず、適切な対策を取れなかった
（取っていなかった）ことに大きな問題点があった
と考えられる。
Ⅴ　まとめ
　2015年 9月関東・東北豪雨において発生した鬼
怒川氾濫により、茨城県常総市の広域にわたり浸水
被害が発生した。建物壁面や植生等に残された浸水
痕跡と地表面との比高を現地にて測定し、その値か
ら常総市浸水域における浸水深の分布を推定した。
　浸水深は、溢水や堤防の決壊などが発生した地点
から比較的近い市内北部よりも、市内中部～南部の
氾濫平野において大きい値を示した。特に市内南部
の八間堀川周囲においては、複数の地点で浸水深が
2mを超える値を示し、浸水深の最大値は 3.0mで
あった。市内南部の水海道地区中心部の常総市役所
周辺における浸水深は、1.6～1.8mであった。この
水海道地区中心部以南の浸水深は、ほとんどの地点
において 1.0m以下であった。
　市内北部や中部では、鬼怒川左岸の自然堤防が東
側に凸状に張り出し、その自然堤防と小貝川右岸の
自然堤防との間に分布する氾濫平野が狭まっている
領域を東西にのびる道路上において、道路フェンス
の南側への連続的な倒壊が見られた。また、市内南
部を東西に横断する国道 354号線バイパスにおいて
は、八間堀川の堤防と自然堤防の間や自然堤防に挟
まれ細長くのびる氾濫平野などの領域において、道
路盛土の崩壊や変形、道路フェンスの南側への連続
的な倒壊などの構造物被害が見られた。自然堤防や
河川堤防などの微高地に挟まれた低地では、氾濫水
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が集中することで強い流れが発生したことが示唆さ
れた。
　このように、平野の微地形は水害時の浸水深や道
路構造物被害の発生や被害の大きさなどに影響を与
えている。そのため、地形やその分布に関する理解
は防災上重要であるといえよう。
　本水害の浸水深と常総市が本水害発生以前に作
成・公表していた洪水ハザードマップの想定浸水深
とを比較すると、溢水や堤防決壊が生じた箇所から
近い地点を除き、本水害における浸水深が洪水ハ
ザードマップの想定浸水深を上回った地点はほとん
どなかった。つまり、本水害における浸水深は概ね
洪水ハザードマップの「想定内」であり、本水害を「想
定外」とすることは適切ではない。この洪水ハザー
ドマップの存在および内容を理解していれば、回避
（軽減）可能であった被害が本水害には多く存在し
ていたと考えられる。常総市役所では屋外に設置し
てあった非常用電源設備が浸水により使用不能とな
り、本水害対策の前線基地としての機能を十分発揮
できなかった。しかし、常総市役所が位置する地区
も、洪水ハザードマップにおいて 1～2m程度浸水
することは示されていたのである。
　このように、地形やハザードマップの理解は、防
災・減災対策を進めていくうえで重要である。これ
らに関しては、学校教育では社会科（地理）や理科
（地学）などにおいておもに取り扱われる内容であ
るが、高等学校において地理や地学を履修している
生徒は少ない状況であり、地理、地学や防災などに
関する教育が充実しているとは言い難い。日本列島
は自然災害が発生しやすい地域に位置しており、近
年、それによる被害が多発していることからも、今
後、それらに関する教育の充実化が急務であろう。
また、災害発生時に住民各自が主体的に命を守るた
めの判断がおこなえるよう、学校教育だけではなく
地域住民を対象とした地域の地形や防災についての
理解を深めてもらう機会も積極的に設け、地域の地
形の理解の助けとなる地理空間情報（地理院地図、
治水地形分類図や土地条件図など）やハザードマッ
プ等の存在や活用方法を周知するとともに、ハード
面においても必要な対策を講じていくことが必要で
あろう。
　本稿の骨子は日本地理学会 2016年春季学術大会、
日本地球惑星科学連合 2016年大会において発表し
た。
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